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町の人口
（48年目月末現在）

人　口　23，915
男11，638
女12，277

世帯数　6．981

12月21日（1973）
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用途地域」計画案を決定

町
は
、
か
ね
て
か
ら
計
画
決
定
を
急
い
で
い
た
都
市
計

画
法
に
よ
る
「
用
途
地
域
」
と
「
準
防
火
地
域
」
の
計
画

案
を
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
計
画
案

に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
た
め
の
、
法
に

定
め
ら
れ
た
「
縦
覧
」
を
一
円
八
円
　
か
ら
一
日
二
十

／
一
日
ま
で
水
巻
町
役
場
建
設
課
都
市
計
画
係
で
行
な
い

ま
す
。

1片21日までに意見を

こ
の
用
途
地
域
と
準
防
火
地
域
の
計
画
案
は
、
町
都
市

計
画
審
議
会
な
ど
と
協
議
し
て
作
成
し
た
町
原
寅
に
、
今

年
三
月
と
八
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
町
内
各
所

で
の
説
明
会
（
公
聴
会
）
で
の
意
見
を
お
り
込
み
、
こ
れ

を
も
と
に
県
と
協
議
の
結
果
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
町
計
画
案
は
「
縦
覧
」
が
終
る
と
、
県
の
都
市
計

画
地
方
審
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
が
、
「
縦
覧
」
の
期
間

中
に
拉
出
さ
れ
た
意
見
尊
は
こ
の
審
議
会
で
検
討
さ
れ
、

必
要
と
路
め
ら
れ
れ
ば
町
計
画
案
の
修
正
も
行
な
わ
れ
ま

す
。

こ
の
後
、
知
事
の
承
認
を
得
て
、
義
柊
的
な
用
途
地
域

と
準
防
火
地
域
の
決
定
が
行
な
わ
れ
、
告
示
・
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
期
日
は
来
年
三
月
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
用
途
地
域
と
準
防
火
地
域
の
指
定
は
．
住
み
よ
い

町
づ
く
り
″
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
町
づ
く
り
ｌ

の
た
め
に
絶
対
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

は
あ
り
ま
ま
す
が
、
別
に
説
明
し
ま
す
よ
う
に
、
た
と
え

自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
建
て
る
建
築
物
の
種
類
に
よ
っ

て
は
制
約
を
受
け
る
な
ど
、
き
び
し
い
規
制
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
別
図
に
だ
い
た
い
の
用
途
地
域
の
計
画
図
を
示
し

て
い
ま
す
が
（
く
わ
し
く
は
都
市
計
画
係
で
計
画
図
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）
こ
の
計
画
案
に
ど
意
見
の
あ
る
方
は
一
日

二
十
．
ロ
ま
で
に
意
見
昏
（
意
見
書
の
用
紙
は
亡
係
で

用
意
し
て
い
ま
す
）
轟
出
さ
れ
、
こ
の
計
画
案
に
自
分

の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
　
（
二
面
も
関
連
記
事
）

用
途
地
域
計
画
案
縦
覧
の
お
知
ら
せ

水
巻
都
市
計
画
用
途
地
域
計
画
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま

ノ
す
。一
場
所
　
水
巻
町
役
場
建
設
課

二
期
間
　
昭
利
四
十
九
年
一
月
八
日
か
ら
昭
和
四
十
九
年
二
月
二
十

一
日
ま
で

※
時
間
は
毎
日
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま
で
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だ
掛
必
要
な
地
域
指
定
」

決
っ
た
後
は
制
約
を
受
け
る
建
築
物

な
ぜ
都
市
計
画
が
必
要
な
の
だ
ろ
う

か
－
。
な
ぜ
用
途
地
域
の
指
定
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
し
す
で
に
何

度
か
鋭
明
し
て
い
ま
す
が
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

せ
っ
か
く
静
か
な
場
所
だ
と
患
っ
て

土
地
を
求
め
家
を
建
て
る
。
こ
ん
な
場

所
に
周
じ
ょ
う
な
住
宅
ば
か
り
が
整
然

と
建
っ
て
い
く
の
な
ら
間
組
は
あ
り
ま

せ
ん
ー
と
こ
ろ
が
こ
の
静
か
だ
っ
た
住

宅
の
横
に
蟹
田
や
、
煙
や
、
臭
い
を
出

す
工
場
が
建
つ
。
大
き
な
建
物
が
横
に

建
ち
自
分
の
家
に
陽
が
入
ら
な
く
な

る
。
ま
た
、
反
対
に
何
も
な
い
場
所
だ

か
ら
と
愚
っ
て
工
場
を
建
て
た
。
そ
の

後
に
ま
わ
り
が
住
宅
地
と
な
り
那
方
の

間
で
ど
た
ど
た
が
起
る
。
工
秘
の
操
業

も
や
り
に
く
く
な
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と

は
だ
れ
が
考
え
て
も
い
や
な
こ
と
で

す
。
だ
れ
で
も
事
前
に
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
き
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
患
う

で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
北
九
州
市
に
隣
接
し
て
い

る
水
巻
町
に
は
、
北
九
州
市
で
用
途
地

域
に
よ
る
規
制
を
受
け
立
地
が
む
つ
か

し
く
な
っ
た
工
場
や
、
ま
た
安
い
土
地

を
求
め
て
の
住
宅
が
流
れ
込
ん
で
い
る

現
状
で
す
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と

住
宅
、
工
場
、
商
店
、
事
鰭
所
な
ど
が

混
じ
り
合
っ
た
無
秩
序
な
町
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
い
や
、
現
実
に
町
内
の
一

部
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
て

い
る
地
区
が
す
で
に
で
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
住
む
人
み
ん
な
が
困
る

無
秩
序
な
町
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
、

住
宅
の
た
め
の
地
域
、
工
場
の
た
め
の

地
域
、
商
業
の
た
め
の
地
域
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
た
め
の
地
域
を
決
め
、
計
画

的
な
町
づ
く
り
を
し
、
住
む
人
の
生
活

環
境
を
守
る
た
め
種
々
の
用
途
や
形
態

の
建
物
を
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
整
理
し

住
環
境
を
艮
く
し
よ
う
と
い
う
の
が
都

市
計
画
の
用
途
地
域
な
の
で
す
。

こ
の
用
途
地
域
に
は
、
次
の
と
お
り

第
一
穐
住
居
専
用
地
城
か
ら
工
業
専
用

地
城
ま
で
、
八
種
類
の
地
域
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
自
分
に
関
係
の
あ
る
地
区
が

ど
の
地
域
指
定
を
う
げ
、
そ
う
な
れ
ば

ど
の
よ
う
な
制
約
を
う
け
る
の
か
、
十

分
に
ど
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
建

設
的
な
ど
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
お

ま
ち
し
て
い
ま
す
。

商
業
施
設
も
ま
じ
る

住

宅

地

域

お
も
に
住
宅
環
境
を
守
る
が
、
あ
る

程
度
商
業
施
投
な
ど
の
現
在
も
認
め
る

地
域
で
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ト
ル

コ
風
呂
、
営
業
用
倉
庫
、
五
十
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
車
庫
や
工
場
な
ど
は
建

て
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
の
建
物
は

建
て
ら
れ
ま
す
。

建
ペ
い
率
は
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
容

穣
率
は
二
百
パ
ー
セ
ン
ト
が
限
度
に
な

っ
て
い
ま
す
。

周
辺
住
民
の
た
め
の

近
隣
商
業
地
域

周
辺
の
住
民
に
対
し
て
ヾ
日
用
品
を

供
給
す
る
商
店
な
ど
が
集
中
し
て
い
る

地
域
で
す
。
料
理
屋
、
パ
ー
、
キ
ャ
バ

レ
ー
、
ト
ル
コ
風
呂
、
百
五
十
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
、
ま
た
は
公
害
を
発
生
さ

せ
る
工
場
な
ど
は
裡
て
ら
れ
ま
せ
ん
が

パ
チ
ン
コ
店
、
ポ
ー
リ
ン
グ
場
、
事
務

所
や
小
規
模
な
工
場
な
ど
は
建
て
ら
れ

ま
す
。趣
ペ
い
率
は
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
容

積
率
は
二
百
パ
ー
セ
ン
ト
が
限
度
に
な

っ
て
い
ま
す
。
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良
好
な
環
境
を
守
る
た
め
の

第
一
種
住
居
地
域

低
層
の
二
戸
建
住
宅
地
の
良
好
な
環
北
側
の
隣
地
の
境
界
か
ら
の
斜
線
制
限

事務所や商業施設などの

Ｌ商業地域」
銀
行
、
事
務
所
、
専
門
店

飲
食
店
な
ど
各
種
の
商

業
施
投
が
集
中
す
る
都

心
地
域
で
す
。

こ
の
地
域
で
は
百
五

十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

ま
た
は
公
害
垂
す

る
工
場
だ
け
が
建
て
ら

れ
ず
、
そ
の
他
の
建
物

は
自
由
に
建
築
で
き
ま

′ｔｔｔｔｈｔｔｔ－ 都 市 計 画 区 域

ｌｌｌｌｌｌｌ冊 冊ｌｉｌｉｉ第一檀住居専用地域

第二種住居専用地域

住 ・居　 地　 域

11．．．7 近 隣 商 業 地 域

1ハエ 商　 業　 地　 域

冊 冊 舶
ｌｌ　ｌ

準　 工　 業　 地　 域

工 業 専‘用 地 域

境
を
保
護
す
る
た
め
の
地
域
で
す
。
こ

の
地
域
で
は
工
場
や
風
俗
営
業
施
設
な

ど
住
宅
地
の
環
境
を
そ
こ
な
う
建
物
は

建
て
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
便
利
な
住
生
活

の
環
境
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
盾
舗
併

用
住
宅
、
公
衆
浴
場
な
ど
日
常
生
活
に

必
要
な
建
物
は
建
て
ら
れ
ま
す
．

高
さ
の
制
限
は
十
メ
ー
ト
ル
以
内
で

を
こ
え
て
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
（
目
顔

の
保
全
。
ま
た
、
敷
地
の
境
界
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
建
物
を
建
て

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

建
ペ
い
率
は
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
容

棟
率
は
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
限
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。
、

中
高
層
ま
で
は
建
て
ら
れ
る

第
二
種
住
居
専
用
地
域

す
。
ま
た
、
土
地
を
高
度
に
利
用

で
き
る
よ
う
建
ペ
い
率
は
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
、
容
積
率
は
四
百
パ
ー
セ
ン
ト

ま
で
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
場
と
住
宅
が
混
じ
る

準
工
業
地
域
」

申
小
工
場
や
住
宅
な
ど
が
混
在
す
る

地
域
で
、
建
物
は
公
書
の
発
生
す
る
工

場
や
危
険
物
を
あ
つ
か
う
工
場
以
外
は

な
ん
で
も
建
て
ら
れ
ま
す
。

、
建
ペ
い
率
は
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
容

穣
率
は
二
百
パ
ー
セ
ン
ト
が
限
度
に
な

っ
て
い
ま
す
。

申
甫
層
も
建
つ
よ
う
な
住
宅
地
と
し
ま
す
。

て
良
好
な
環
境
を
守
る
た
め
の
地
域
　
建
ペ
い
率
は
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
容

で
、
あ
完
程
度
都
市
的
な
生
塔
の
利
便
積
率
は
二
百
パ
ー
セ
ン
ト
が
限
度
に
な

を
考
慮
し
て
、
店
舗
、
事
務
所
、
病
院
っ
て
い
ま
す
。

工
場
だ
け
し
か

建
て
ら
れ
な
い

な
ど
は
建
て
ら
れ
ま
す
が
、
モ
ー
テ

崇
誓
欝
畿
墾
　
工
業
地
域

パ
ー
、
ト
ル
コ
風
呂
、
営
業
用
倉
庫
、
　
お
も
に
工
業
施
設
が
立
地
す
る
地
域

十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
付
上
の
畜
舎
、
工
で
、
学
校
、
病
院
、
バ
ｌ
、
キ
ャ
パ
レ

場
な
ど
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
建
物
の
ｔ
、
ホ
テ
ル
、
料
理
屋
な
ど
は
建
て
ら

工
業
専
用
地
域

工
業
施
設
専
用
の
地
域
で
、
学
校
、

病
院
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
工

業
地
域
城
で
は
廼
て
ら
れ
る
住
宅
、
店

舗
、
娯
楽
施
設
な
ど
も
建
て
ら
れ
ま
せ

ん
。建
ペ
い
率
は
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
容

甫
さ
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
照
れ
ま
せ
ん
が
本
町
で
は
も
う
け
て
お
り
料
率
は
二
百
パ
ー
セ
ン
ト
が
限
度
に
な

保
全
の
た
め
の
北
側
斜
線
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

っ
て
い
ま
す
。
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用

途

地

域

決

定

後

の

ー
条
件
付
で
増
改
築
む
で
き
る

既
存
の
違
反
と
な
る
建
築
物

用
途
地
域
指
定
後
の
規
制
は
、
用
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
建
っ
譲
率
の
限
度
内
で
あ
る
限
り
、
従
前
の

地
域
が
正
式
に
決
め
ら
れ
た
後
に
、
或
て
い
る
建
物
で
違
反
に
な
る
も
の
は
、
面
積
の
二
割
増
ま
で
増
改
築
す
る
こ
と

・
増
築
、
改
築
さ
れ
る
建
物
だ
け
に
適
既
得
権
が
認
め
ら
れ
、
建
ペ
い
率
や
容
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
建
物
の

ノ

用
途
が

で
も
、
つ
ぎ
の
寸
っ
な
場
合
は
、
特
別

に
許
可
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
斤
の
建
物
が
地
区
の
環

境
や
利
便
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も

の
で
あ
る
と
き
、
ま
た
は
公
益
上
や
む

を
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
鹿
辺

の
住
民
な
ど
の
利
番
関
係
者
に
つ
い
て

公
開
の
聴
聞
を
行
な
い
、
県
の
建
築
審

査
会
の
同
撃
等
た
う
え
で
、
特
別
の

許
可
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
一
髪
ロ
が

あ
り
ま
す
。

用
途
地
域
の
決

定
手
続

制
限
が
あ
り
す
セ
ん
）

用
途
地
域
決
定
ま
で
の
手
続
き
を
図
で
示
し
ま
す

と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
水
巻
町
は
「
公

告
及
び
案
の
縦
覧
」
と
「
意
見
書
提
出
」
の
時
期
に

当
′
つ
て
い
ま
す
。
一
月
二
十
一
日
ま
で
に
ご
意
見
を
。

・
四
階
以
上
（
地
階
を
除
く
）
ま
た
は

延
べ
面
積
が
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
建
物
は
耐
火
構
造
に
す
る
。

・
三
階
（
地
階
を
除
く
）
ま
た
は
延
べ

面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建

物
は
耐
火
構
造
か
簡
易
耐
火
構
造
の
ど

ち
ら
か
に
す
る
。

・
木
造
の
建
物
は
、
そ
の
外
壁
や
軒
裏

で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
を
防
火

構
造
と
す
る
。

・
耐
火
構
造
で
な
い
建
物
の
尾
根
は
不

′

用途地域内の建物の用途融限一覧表
用途

い　用　途　　　　　）

る
　
な

れ
　
れ

ら
　
ら

て
　
て

建
建

○
　
×
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共
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宅
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外
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院
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冗
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．／
グ
ヤ
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映
画
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床
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住
宅
つ
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兼
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学
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専
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営
店
舗
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テ
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屋 面
蹟
面
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面
積
き
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類
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類
油
準
油
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寄
宿
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店
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事
務
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ン
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潰
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か
又
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著

ガ
ス
な

ガ
ス
な

ガ
ス
な

ガ
ス
な

畜
場

褒
志 所
な
ど

学
校

定

種
学
校

ｌ

百
貨
店

．喝

水
射
的

＼

ヤ
ノヾ
レ

計
が
ポ

書十
が

ｍ

菓
子
屋

ポ
50
以

ぱ
150
以

ｄ
150
を

し
く
環

ど
の
危

ど
の
危

どノ
の
危

ど
の
危

葬
均

汚の、 夫 7 場． Ｉ 50 15 な 土 －・・
止 莫 ．喝 ど の の え
ｌコ分 以 む ダ の 工 工 る 花 の の の の 処
が ・下 ン え え 食

口
場 場 工

場
さ 貯 Ｌ
蔵
貯
蔵
貯
蔵
貯
蔵
理
域

走 ・ の
郵

ス
ホ
る
車
る
畜
ロロ梨 で
危
で
危
又 せ
る
処 処 処‾処 、．1．や

規 便 ｌ 庫 金ｌコ 造 険
険 は お 理 理 理 理 み

模．
以
下
の
も
の、

局 ル

ト
ル
コ
風 ．
呂

定
規附
模属
以車
下庫
のな
ど
除
く

工
場
で

盤
規
模
以
下
の
も
の

性お
やそ
現れ
境が
を極
恵め
化て
さ少
せな
るい
も
の

性お
やそ
環れ
境が
を少
憩な
化い
さも
せの
る

危
険
性お
やそ
環れ
境が
をや
悪や
化多
さい
せも
るの

そ
れ
の
あ
、る
工
揚

量
が
非
常
に
少
な
い
施
設’

里
が
少
な
い
施
設

畳
が
や
や
多
い
施
設

量
が
多
い
施
設

焼
却
場

窮住

種居
○ ○ × ○ ○ ○ Ｃ〕 声－× × × × × × × × × × × × × × × × ×．× × ×

琴住
商居
Ｃ－？ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 ○ ○ × ．× × × × × × 0 ．× × × × ○ × × ×、都

市
計
画
に

住地

居城
○ Ｃ）．0 ○ ○ ○ ○ ○ 〇、○ ○ ○ ○ ○ × × × ｑ （⊃ ○ × × × （⊃ × ｒ当 ×

近商

隣業
ｌＯ ○ ○ ○ ○ Ｃ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （⊃ × ×．○ ○ ○ ○ （⊃ × × ○ ○ × ×．

お
い
て
位
置
決
定
し
た
も
Ｐ

商地

業域
○ （⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇一○ ○ ○ （⊃ 。 ○ ○ ○ ○ ○ Ｃ） × × ○ ○ 火′

1

×

準地

工域
○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 ．一（⊃ ○ ○ ○ ○ 一〇 ．0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × （⊃ ○ ○ ×

工地

業域
○ ○ ○ × ．ｄ Ｃ）○ × × ○ ○ × ○ ○ × × ｒＯ ○ 0 ．○ ○ （〕 ○ ・○ ○ ○ ○

工地

専城
× × × × × ○ ○ ノ× × × ○ × × × × × ○ ○ ○ （⊃ ○ ○ ○ ○ ○ （⊃ ○

用
途
地
域
指
定
と
同
時
に

決
ま
る
「
準
防
火
地
域
」

鰊
当
す
る
の
は
－
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1
一

商
業
地
域
と
近
隣
商
業
地
域

中
小
都
市
で
は
新
し
い
用
途
地
域
を
閏
は
さ
き
に
述
べ
た
用
途
地
域
内
の
商

決
め
る
の
と
同
時
に
準
防
火
地
域
を
決
業
地
域
と
近
隣
商
業
地
城
の
全
域
で

め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
す
。
こ
の
案
が
正
式
に
決
め
ら
れ
た
後

こ
れ
は
建
物
が
密
集
し
た
地
区
秒
火
に
、
と
の
地
域
内
で
新
、
増
、
改
築
さ

災
を
防
止
す
る
た
め
の
基
準
を
定
め
た
れ
る
建
物
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
制
限

制
度
で
、
こ
の
準
防
火
地
域
と
す
る
範
が
加
え
ら
れ
ま
す
。
（
既
存
の
建
物
は

・
耐
火
構
造
と
簡
易
耐
火
構
造
以
外
の

建
物
は
、
窓
や
戸
口
な
ど
延
焼
の
お
そ

れ
の
あ
る
部
分
に
防
火
殴
僻
を
も
う
け

号
だ
い
た
い
以
上
の
よ
う
な
規
制
を

う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ノ
地
域
指
定
後
の

建
築
ま
で
の
手
続
き

／

十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
物
を
建

て
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
事
前
に
か
な

ら
ず
申
堕
言
を
町
役
場
建
設
課
、
消
防

薯
を
経
由
し
て
北
九
州
土
木
事
務
所
に

繰
出
し
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。こ
の
用
途
地
域
の
制
限
に
反
す
る
建

物
は
許
可
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
建
て
る
前
に
役
場
か
建
築
士
に

よ
く
相
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

用
語
の
説
明

〔
建
ペ
い
率
〕

建
築
物
が
敷
地
を
啓
う
割
合
、
す
な

わ
ち
建
築
面
棟
（
同
一
敷
地
内
に
二
つ

以
上
の
建
築
物
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

建
築
面
譲
の
合
計
）
の
敷
地
面
積
に
対

す
る
割
合
。

〔
容
棟
率
〕

建
築
物
の
延
べ
面
税
の
敷
地
面
稗
に

対
す
る
割
合
の
こ
と
で
智
通
の
場
合
、

単
位
は
パ
ー
セ
ン
ト
。

翫
謂
『
い
菱
が
建

た
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
限
で
、

建
築
物
の
敷
地
が
接
し
て
い
る
道
路
の

反
対
側
の
境
界
か
ら
建
築
物
ま
で
の
水

平
距
離
と
の
割
合
で
建
て
ら
れ
る
高
さ

ヽ

の
限
度
が
決
ま
る
。

隣地斜線と道路斜線の図解

第一種住居専用地域第二種住居専用地域

ｌ

－ｔｒｔ．－ＰＲｎ・1ｒｒｌｒ一′－・＿、．ト1－・ヽ・－ＬＩ・　・・．・．＿＿ヽ－＿▼＿・、ｈ ｔｌヽ一一・一　・、・1　一・ｔ．1・、－・ト．　　・・一・一・、、・・－－ｌｈ－　・ｌ　一・一　　・・‥・－〉・・・1－・Ｐ一・一、　・　一


